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　誘引腺の原塞が，雌養児の第11環節の左右気「1ll下線と　　　楠休の藥躍ほ本学¢）桑園においレ（採撫したもの撫用い

腹線の間に亘る皮1欝の部分に存在することに関しては，　　　たく、

家蚕及びヒマ蟄を用いて実験し，著者簿の1人，竹田が　　　　2．　宿由の家蛮は3齢3「1目及び2齢盛遜θ，雌窟たは

明らかにした（1955）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄寮児を用い，移殖休o）桑覆は3齢及び2齢の噸街｝｝1い

　また，寂蚕におけ橋外部生殖器の原2皇隆に関しては，雌　　　た。

蛾の側唇Labiae（竹1：日・i日中1954）およびtlf（i蛾の鉤器　　　　3・　樹1藍1は宿三kのJilewfgを切llとり，その部分に，藥斑

Uncus，撰曝器Claspersおよび交殿幌Penis等（竹1：［1・　　　の原基にあたる部分a．）皮膚を切りとつて移｝鰍・た1，

田中1956）について明らかにし，一部の原／馴】ち鉤器，　　　　移櫃後は：離通に飼響ごし・憎繭させ羽化優にll翻1腺派多威

側唇および誘引腺原基の移植実醇従を行い，それに成功し　　　の有無を調べた。

た（竹田・田中1956，竹Hl　1956，田ri・1・竹VEU　957）。し

かし，。れら騨の聞実1験離蜥期項、（原基）も　　　　鍬結果と螺

共に蜜蚕で同種であつた。従つて原盤の発達分化は宿主　　　　　康養の2111翁および3齢の雌幼虫に2齢染蚤誘引腺の王1窯

や、移楠体が異つても，それが共に同じ場合と1司様に行わ　　　　濃を移権1した。　震験結畢は，Photo．1およびPhoto　2

れるか否か或は誘引腺の原塾がその分化を決矩する時…期　　　　に示したとおりであるo即ち，嬢蟹の2齢オ、葦よび3齢の

は，どの時期に存在するか等について究明する目的のも　　　幼虫に2齢桑蚕誘引腺の原基を移穂すれぱ，そのB試簸は

とに，数種の絹糸虫闇における原基の移植および原棊の　　　寂蚕の発育，変態に伴つて次第に発遡分化し．戚虫におい

移櫨時期等に関する研究を行つている。今回は，その1　　　て，寂蚕iの誘引腺と略正常な桑蚤の誘引糠とむ有す蘇壌

部即ち，桑蚕誘引腺の原基を家蚕に移楠した実験の結果　　　蛾が出来た。

について報告する。即ち，宿主が察璽で移植体が桑寮で　　　　これらの結果から・宿主が家璽であっても，鎌炎i誘引

あつても，移植された桑蚕誘引腺の原基は家費の発育，　　　腺の原基は宿瀧の発育，変態に伴つて発達分化し，成虫

変態に伴つて次第に発逮分化し，或虫において誘引腺を　　　において桑蚕の誘引腺を形成することが朋らかである。

形成することが明らかになった。　　　　　　　　　　　　　玄た・雌蛾における誘引腺の原基は憩kのかなり初期

　本研究を行うにあたり，御懇篤な御教導を賜つた東京　　　即ち2齢期において既にその分化が決定され轟ものであ

大学教授有賀久雄博士並びに本学教授蒲生俊興巨亨士に対　　　ると考えられる。このことは，桑叢のみならず寂蟹誘引

して厚く御礼申上げる。　　　　　　　　　　　　　　　腺の原基も2齢のll寺期においてその分化が決宝されてい

　　　　　　　　材料と方法　　謡犠灘ご1縦II鯛簾繍簿
　1・　宿主としては家蚕の日122号×支122号を用い，移　　　家螢誘引腺の原鑑を象黄に移植した場合　（竹田1956．19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿．－　　　　　57）と同様に体1村の諸環境要索によつてあまり影饗を受

＊信州大学繊維学部　養蚕単，蚕体解剖生理栄研究室　　　　けないものと考えられる。その埋山としては，幼虫期に
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家蚕に移植された．桑蚕誘引1録の原基は，｛生の分化に伴う　　　　　　　　　　　　Sum㎜ary

休内的諸要素の相違1こ支配されることなく，その，後期　　　　The　following　results　were　obtained　by　the

発生を略購に繍して・その分化を完成することが認．。xperim，。t，　i・。・stig・ti・g　th・d・v・1。pl・・e・t　and

められたことによる。　　　　　　　　　　　　　　　　differ6ntiation　of　the　imaginal　bucls　of　an　allu・

次に，移｛：直によつて家蚕｝こ形成された桑蚕謝【腺中の　，i。g　gl、nd。f　B。mlyx　man，1。rin。　M．　t，a。、pl、・t，d

謝ll頒は・顛゜）雄！ll｝幅｛矧することは勿論，家蚕の　t。　Bbmby。’・m。ri　L．。t　t1，e　1。，val，t・g。（2・d・・

雄蛾も1翻1するプ幽1ボしている・　　　　　　3・di・・t・r）．

他の絹紬にお肺1翻1腺の原獅療寮誘引腺の原碧藻　　1．Wh，。　th，　im、gi。、1　b。d、。f…ll。・i・g

と同様に・家蚕iに移植しても誘引腺を形成するか否かに　　　　91and　in　outer　genitalia　of　B．　mandarina　was

つV’ては目F隈験「1：1であるから後醗表する予定であ　tran、p1、。t，d　t。　B．　m。。i・、t・th・1・・v・1・・t・ge（2・d

る・　　　　　　　　　．　　　i・star），　the　iinagina1　bud・dev・1・p・d・nCl・differen－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tiated　to　form　alniost　a　perfect　alluring　gland
　　　　　　　　　摘　　要　　　　　i。acc。，d。n、e　with　t1、，　g，。wth、。d，h。　m，、al。。，．

　歎蚤の幼虫期に．桑寮誘引ll牙1の原基を：移植し，その．発遮　　　phoses　of　the　host（B．”zori）．

分化を究明する実験を行い次の結果を得たQ　　　　　　　　　2．The　imaginal　buds　of　the　alluring．gland　of

　1．　桑螢雌蛾の外部｛1三殖器における誘引腺の原1基i（2　　　B．manelarina　can　be　considered　to　have　differen・

齢期）を蒙『蚕の幼蚕期　（2齢玄たは3齢）　に：移植すれ　　　tiated　at　2　nd　instar　already．

ば，その原基は宿霊の発育，変態に伴つて次第に発育分　　　　3，The　alluring　substance　formed　in　the　allu・

化し，成虫において略Ilil常な誘引1鯵艮を形成する。　　　　　　ring　gland　of　B，　mandarina　a’fter　the　transplanta・

　2，　桑蟹における誘引腺の原基は，2齢期において既　　　　tion　to　B．　nto）・i　had　tke　force　to　allure　not　only

にその分化が決完しているものであると滑えられる。　　　　the　male　moth　of　B．　mandarina　but　also　that　of

　3，　移植によつて寂蚤に形成された染蚕誘引腺1：1：1の誘　　　B．MOI’i．

引物質は，桑蚕の雄蛾は勿論，象蟹の雄蛾も誘引する力　　　　（Laboratory　of　Silkworm　Anatony　and　P煙siology・

を有する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Faculty　of　Textile　and　Sericulture・Shinshu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University．）
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写真説明
Photo．1．家蚕の雌幼虫（2齢期）に桑蚕誘引腺の原．塾

　　　　　（2齢期）を移植し家蚕の成虫に形成された桑

　　　　蚕誘引腺の状態。

　　　　　AG…家蚕雌蛾の誘引腺◎　A’Gノ…桑蚕雌蛾

　　　　の誘引腺。

Photo．2，　Photo．1．における誘引腺の部分の拡大写真


